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1. BLE機能の概要

BLE（Bluetooth Low Energy）を使用した位置検知機能は、 BLEタグの位置や移動履歴を把握しやすくなります。

ビーコンの有効化と十分なノードの配置に留意することで、より高い精度で位置情報を取得できます。

本機能においては、以下の主な特徴を有しています。

• 位置の簡易的な特定

• BLEタグが設置されている場所を、ノードマップ上で簡単に特定することができます。

• 移動履歴の把握

• BLEタグの移動履歴を追跡し、過去の位置情報を確認することができます。

2. 各機能の仕様

• 位置の簡易的な特定

• 方法：BLEタグが発信する信号を利用して、 PicoManager上で位置をマップ表示します。

• 精度：ビーコン有効化の場合、比較的高い精度で位置を特定できます。

• 移動履歴の把握

• 方法：BLEタグが検知されるたびに、その位置情報をログとして蓄積し、後から確認できるようにします。

• 表示形式：ノードマップにおいて、時間経過に伴う移動履歴を視覚的にわかりやすく表示します。

3. 注意点

• オプション機能の購入

• BLEベースの機能は、有料オプションとして提供されております。これらの機能をご利用いただく際には、事前にオプションのご購入が必要となります。

• 詳細については、「 1.1 オプション機能の購入」をご参照ください。
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• ビーコン有効化

• BLE機能を利用する場合、ノードの「 BLEビーコン収集  有効化」を有効にする必要があります。

• 三点測位による制約

• BLEベースの機能は三点測位方式を採用しており、少なくとも三台のノードが必要です。

• 三台未満の場合でも機能は利用できますが、マップに位置が表示されない可能性があります。

• 十分なノードを配置してより正確な位置情報の取得ができます。

• ノードマップへのノード登録

• BLE機能を利用する前に、事前にノードマップに登録が必要です。

• 登録を行わないと、ノードマップに適切に表示されない可能性がございますので、ご注意ください。

• データの保存期間

• BLE測位データの保存期間は 2年となります。

• その他

• PCWL-0500/0510のBLE測位のみのオプションを購入した場合の、ノードの「 BLEビーコン収集  有効化」設定は、「 2.5 BLEスキャン設定」をご参照ください。
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PCWL-0400シリーズ

● BLEベースの機能をご利用いただくためには、PCWL-0400シリーズではエンタープライズプランのご契約が必要です。

PCWL-0500シリーズ

● PCWL-0500シリーズでは、BLEベースの機能をご利用いただくには、オプション機能として別途ご購入が必要です。

※有料機能の詳細につきましては、弊社が提供する資料をご参照いただくか、お問い合わせいただいた営業担当にお尋ねください。
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①メニューから「ノードのグループ分け →サイト一覧」を選択し、「サイト一覧」画面に進んでくださ

い。

②対象サイト名をクリックし、「サイト内マップ一覧」画面に移動します。

③マップ一覧画面では、プラスマークボタンをクリックして新しいマップを作成できます。

また、ゴミ箱マークボタンをクリックすることで既存のマップを削除でき、鉛筆マークボタンを使って

マップの詳細情報を編集できます。

※詳細については、次のページをご覧ください。
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①

①プラスマークをクリックし、「マップへ作成」画面に進んでください。

② 「サイト名」の欄では、以下のいずれかの手順で進めてください。

・ 既存のサイトを選択して、そのサイトに新しいマップを作成する。

・「新規サイト作成」をクリックして、新しいサイトを作成し、そのサイトに新しいマッ

プを作成する。

③「マップ名」を設定します。

④「マップ画像」で、ご利用になりたい画像をアップロードしてください。

※ jpeg、png、gif形式のファイルがマップ画像としてご利用いただけます。

⑤ 「マップの縮尺」の項目では、横方向と縦方向の距離を指定する必要がありま

す。

②

③

④

⑤
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①

②

③

① 作成されたマップを選択し、マップ詳細情報画面に進んでください。

② マップ詳細情報画面にて、「AP配置の編集」をクリックします。

③ ノードマップ編集画面に移動したら、右側のAP一覧からマップ上にノードを追加また

は削除し、ドラッグアンドドロップで配置して位置を保存できます。
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・メニューから「BLE端末の測位」を選択し、「マップへ移動」にて表示させたいマップを選択できます。

※最大6マップを同時に表示することができ、登録マップ数が6件以下の場合は、自動的にマップが表示されます。
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・左側のメニューで「BLEタグ一覧を表示」をクリックすると、マップ上にあるBLEタグの一覧情報を確認し、必要に応じて追加や編集が行えます。
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・左下側の「検索条件/表示設定パネルを表示」をクリックし、検索したい対象タグを絞れます。

※グリッドサイズを大きくすると、配置の粒度が粗くなり、複数のBLE端末がまとめて表示されるようになります。
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・右上の「スキャン設置」ボタンをクリックすると、BLE端末のビーコン情報収集を有効または無効に設定でき、

ノードから検出できるBLE端末が選択されます。
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・「スキャン設置」の下にある「SVG」「PNG」ボタンをクリックし、対象のノードマップをSVGまたはPNGファイルでダウンロードできます。
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・BLE端末の動線解析では、ノードが検出したBLE端末の移動履歴をマップ上に表示することが可能です。

BLE端末を検出した最大3台のノードとの相対位置を推定し、指定された時間範囲の移動履歴がマップ上に表示されます。

※最大6マップを同時に表示することができ、登録マップ数が 6件以下の場合は、自動的にマップが表示されます。

①表示させたいマップを選択し、動線解析のマップに移動します。 ②BLEタグを画面左側の一覧から選択するか、検索条件/表示設定パネルの

BLEタグアドレスを指定することで、特定のBLEタグの移動履歴が表示されま

す。

※グリッドサイズを大きくすると、配置の粒度が粗くなり、複数の BLE端末がまとめて表

示されるようになります。
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・メニューから「登録済みBLE端末リスト」を選択し、「登録済みBLEタグ一覧」画面が表示されます。
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・メニューから「登録済みBLE端末リスト」を選択し、「登録済みBLEタグ一覧」画面が表示されます。

①

②

③ ④

⑤

①BLEタグ情報編集

BLEタグのアドレスを編集したり、名前をつけたり、表示アイコンを変更したりす

ることができます。

②リマインダー登録

リマインダーを新規作成し、通知日や送信先、リマインダーの本文などを編集す

ることができます。
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・メニューから「登録済みBLE端末リスト」を選択し、「登録済みBLEタグ一覧」画面が表示されます。

①

②

③ ④

⑤

③BLEタグ情報の追加
BLEタグの新規登録ができます。

④BLE属性項目の編集
属性項目の表示名を編集（日本語および英語）、そして新たな項目を追加したり、
既存の項目を削除したりすることができます。
※項目IDの変更はできません

⑤CSVダウンロード
BLEリストのCSVデータは、Excelファイルとしてダウンロードできます。
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・BLEスキャン統計は、ノードが収集したBLEタグの統計情報を確認することが可能です。

・ユニークMACアドレス数

ユニークMACアドレス数のグラフはウォッチリストとして登録し、ダッシュ

ボードに表示することが可能です。

・APごとの観察数

APごとの観測数は、基準日時の直近 1時間のスキャン結果が表示されま

す。

※「BLEスキャン設定編集」にて、ノードの「 BLEビーコン収集  有効化」設

定が「ON」にする必要があります。

詳細につきましては、次のページをご覧ください。
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・BLEスキャン設定において、ノードの「BLEビーコン収集 有効化」設定が可能です。

「BLEビーコン収集 有効化」を「ON」にすると、BLE端末がノードから検知されるようになります。

逆に、「OFF」に設定すると、BLE端末はノードから検知されなくなり、マップに表示されなくなります。


